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首
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と
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倍
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晉
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訓
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公
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官
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唇窺嘉
な制基
い委準

寿臺罎’
らの合
弓判す

壽轌壼
な 不 し

働 め へ
ｰた福
へ地‘弁
‘の裁県
道決､シ
を定の

雷臺簔
たし差
．、て．､し
大 弓 上
返 再 め
－々.を
暴稼認
が避の
拭難も
え計の
な画と
い･の、
中実事

房謹藻
再の起

富勇堯
はに場
、疑合･

や念の

数禁な
の 止 い 、
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京I卜あ

系濃霧
別 処 定

蕊鬘
裁めの
で る 運 、
審.複転

讓薯采

麦雲鬘
は検然･
厳討だ!：
にさ。

壕碁厚
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oで法
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錘
決
蕊
課
鮭
鮮
力
譽

（2）
塁
翁
雷
註
法
案

任
の
所
在
さ
え
い
ま
だ
判
然
と
し
な
う
に
、
「
想
定
外
」
を
連
発
し
た
福

い
ま
ま
に
新
基
準
を
つ
く
り
、
原
発
島
の
事
故
の
無
残
な
教
訓
と
、
震
災

再
稼
働
を
強
引
に
推
し
進
め
る
政
府
後
の
国
民
の
不
安
を
一
顧
だ
に
じ
よ

や
電
力
会
社
の
主
張
を
漫
然
と
追
認
う
と
し
な
い
「
司
法
の
流
れ
」
は
、

し
た
決
定
に
憤
り
、
、
落
胆
す
る
。
到
底
容
認
で
き
な
い
。

関
西
電
力
高
浜
原
発
８
，
４
号
機
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
安
全
基
準
そ

第
１
原
発
事
故
か
ら
６
年
余
。
あ
れ

ほ
ど
の
過
酷
事
故
を
起
こ
し
、
そ
の

原
因
も
収
束
の
仕
方
も
、
そ
し
て
責

め
た
仮
処
分
里
輻
貢
広
島
地
裁
の

原
発
８
号
機
の
運
転
差
し
止
め
を
求

広
島
市
の
住
民
ら
が
四
国
電
力
伊
方
の
政
策
的
判
断
を
怖
魔
す
る
か
の
よ

事
故
の
具
体
的
危
険
は
な
い
」
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１
．
の
抗
告
審
決
定
も
出
た
ば
か
り
乎
国

罪
の
構
成
要
件
を
変
え
た
組
織

犯
罪
処
罰
法
改
正
案
に
つ
い

て
へ
早
期
の
衆
院
審
議
入
り
に

向
け
協
力
を
塁
宅
た
。
山
口

氏
は
、
現
在
審
議
中
の
民
法
改

正
案
な
ど
を
優
先
す
べ
き
だ
と

の
認
識
を
示
し
、
平
行
線
に
終

わ
っ
た
。
自
民
党
は
４
月
６
日

に
衆
院
本
会
議
で
審
議
入
り
し
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た
い
考
え
で
、
引
き
続
き
日
程

協
議
を
行
う
。
，

会
談
で
首
相
は
〈
共
謀
罪
法

案
に
つ
い
て
「
法
案
を
提
出
し

た
以
上
、
成
立
さ
せ
る
べ
く
審

議
を
進
め
た
い
」
と
表
明
し
た
。

山
口
氏
は
先
行
し
て
国
会
に
提

出
さ
れ
た
、
企
業
や
消
鬘
房

契
約
ル
ー
ル
を
定
め
た
債
権
分
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誠
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蕊
唾
鮮
瀦
議
溌
識
淨
一
一‐

け
雰
韮

決
定
は
、
酉
電
に
よ
る
地
震
想
定
い
一
窪
い
」
桑
迄
髻
日
完
審
査
電
力
会
社
へ
司
法
の
姿
勢
を
危
倶
す
ゞ
慰

醗
蕊
難
講
蕊
蕊
騨
繍
瀬
蕊
一

訴
訟
万
石
つ
く
き
だ
」
と
判
断
を
回
へ
松
山
広
島
大
黛
山
口
で
申
請
せ
ず
、
経
済
優
位
性
も
安
全
対
策
費
ゞ
趣

避
し
た
。
雲
、
枩
霜
蓬
地
亮
《
複
蕊
讓
悪
塗
．
伊
婁
豊
く
葦
よ
う
な
凄
襄
蝋ぷ報

震
を
受
け
、
伊
方
原
発
方
向
に
も
連
方
原
発
で
ひ
ど
た
び
重
一
舎
壽
故
が
起
費
貢
も
は
や
失
わ
汎
つ
つ
あ
る
。
；
評
●
蝿

蕊
謹
蕊
撫
黙
蕊
鍾

も
丁
寧
に
検
証
す
べ
き
だ
ろ
う
。
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
立
地
上
、
を
見
直
す
ほ
か
に
道
は
な
い
こ
と
を
“
一

・
他
の
審
理
へ
の
言
及
も
見
過
ご
せ
広
域
被
害
の
恐
れ
は
大
き
く
、
住
民
肝
に
銘
じ
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
懸
一

司
法
の
「
再
稼
働
追
認
」
に
失
望
す
る

一
簔
蝋
帆
削
撫
紳
鍵
灘
灘
欝
一
ブ
ル
ガ
リ
ア
大
使
柔
簿

野
を
大
幅
に
見
直
す
民
法
改
正

案
や
、
性
犯
罪
を
厳
罰
化
す
る

刑
法
改
正
案
を
挙
げ
て
「
（
成

立
へ
の
）
期
待
が
高
い
」
ど
難

色
を
示
し
た
。
、

会
談
後
、
山
口
氏
は
記
者
団

に
「
両
党
で
よ
く
現
場
も
含
め

て
相
談
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
づ
た
」
と
説
明
し
た
。
両
党

は
幹
事
長
、
国
対
委
員
長
レ
ベ

ル
で
調
整
を
図
る
。

会
談
に
先
立
ち
、
公
明
党
の

漆
原
良
夫
中
央
幹
事
会
会
長

は
記
者
会
見
で
「
与
党
は
何
も

対
立
し
て
い
な
い
。
．
今
国
会
で

成
立
さ
せ
る
こ
と
は
一
致
し

て
い
る
」
と
述
べ
、
基
本
的
な

立
場
の
違
い
は
な
い
と
強
調
し

た
。
・

垂
謨
罪
法
案
に
関
し
て
は
、

捜
査
当
局
の
拡
大
解
釈
に
よ
る

人
権
侵
害
が
懸
念
さ
れ
る
ど
し

て
、
民
進
党
な
ど
野
党
は
徹
底

抗
戦
の
構
え
。
世
論
の
反
発
で

過
去
に
８
度
廃
案
に
な
っ
た
経

緯
も
あ
り
、
、
審
議
は
難
航
も
予

想
さ
れ
る
。
・
．
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新
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